	「四街道市公共施設再配置計画」（案）に係る意見提出手続において提出された意見の概要と市の機関の考え方


　

令和元年１０月２１日（月）から１１月２０日（水）までの間、「四街道市公共施設再配置計画（案）」に係る、意見提出手続を実施したところ、

以下のとおり、意見の提出がありました。

提出された意見の概要と意見に対する市の機関の考え方をまとめましたので、公表します。

○意見提出者数　　４人

○意見提出件数　１０件　

表中の「区分」　○：意見の全部または一部を計画に反映するもの　　　　　　　　　　　０件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△：既に計画案の段階で、意見の全部または一部が記載されているもの　５件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□：意見を計画に反映しないもの（今後、検討するものも含む）　　    ５件

	№
	提出者
	提出された意見の概要
	市の機関の考え方　
	区分

	1
	Ａ氏
	複合施設として、文化センターを拠点とした郷土歴史館を設置する。
	計画案において、文化センターは、低利用率の部屋の有効活用を図るため、施設利用者の活動に支障がないことを前提に、施設の多機能化等について検討することとしています。

また、既存の歴史民俗資料室やみそら文化財整理室については、今後の文化財資料の保存・活用や、施設の配置・管理運営のあり方の検討や、機能の集約などの取り組みを行うこととしています。

このことから、本意見については、計画案で定めた対応方針に沿った検討の中で、参考にさせていただく考えです。
	△

	2
	Ａ氏
	八木原小学校の歴史民俗資料室や中学校の余裕教室を収蔵庫として活用し、ふれあいセンター歴史民俗資料室と連携する。
	計画案において、小・中学校施設は、学校の適正規模・配置の検討を行うとともに、多目的で利用している諸室を学校運営に支障のない範囲で、他用途への転用などを検討することとしています。

また、既存の歴史民俗資料室やみそら文化財整理室については、今後の文化財資料の保存・活用や、施設の配置・管理運営のあり方の検討や機能の集約などの取り組みを行うこととしています。

このことから、本意見については、計画案で定めた対応方針に沿った検討の中で、参考にさせていただく考えです。
	△

	3
	Ｂ氏
	施設の２０％を縮減目標に設定することは反対するが、真に不要な施設を拾い出し、結果として２０％を下回るならば容認できる。

	施設総量の２０％以上の縮減目標については、「四街道市公共施設再配置計画」の上位計画である「四街道市公共施設等総合管理計画」の基本方針のひとつであり、縮減に向けては、既存施設の最大限の有効活用と可能な限りの機能維持を図りながら、持続可能な市民サービスの提供を行うこととしています。
	□

	4
	
	保育所の見直しに反対。公立と民間の役割分担を見直すといっていますが、質の高い公立の役割はあると思う。
	計画案において、公立と民間の役割分担については、公立と民間の保育サービス水準の比較、コスト分析、民間の配置状況・定員・受け入れ状況など、総合的な分析のもと、公立の適正配置のあり方や保育所の運営について検討する考えとしており、この検討の中で、質の部分についても比較・検証し、最適な保育所のあり方を検討していくものと考えています。
	□

	5
	Ｂ氏
	公民館の「地域コミュニティセンター化」に反対。公民館の社会教育活動が果たす役割は、今後もますます重要になってくる。特に高齢社会の進行の中で高齢者の社会貢献に果たす役割は欠かせない。もっと、専門家を招き、積極的に講座をやっていく必要がある。地域コミュニティセンターではそれらのことを十分に担えないのでは。
	計画案において、複雑・多岐に亘る、行政需要に的確に応えていくためには、時代に即した公民館のあり方について検討し、また、利用制約の多い社会教育法の枠組みによる公民館から、制約の少ないコミュニティセンター化への検討を行うこととしており、イベントや講座など、施設において実施していくメニューなどの管理運営面については、時代に即した公民館のあり方を検討する中で、併せて、検討することとしています。
	□

	6
	Ｃ氏
	文化センター１階レストラン周辺を郷土歴史館にし、隣接した図書館と連携した文化の発信拠点として位置付ける。
	文化センターと郷土歴史館の複合施設については、№１の市の考え方のとおり、本意見については、計画案で定めた対応方針に沿った検討の中で、参考にさせていただきます。

また、図書館との連携については、複合化や、計画案で示す、今後の図書館の施設やサービスのあり方等の検討の中で、併せて、検討していくものと考えています。
	△

	7
	
	八木原小学校の空き教室などを埋蔵文化財センター的な「収蔵庫」として活用
	№２の市の考え方のとおり、本意見については、計画案で定めた対応方針に沿った検討の中で参考にさせていただきます。
	△

	8
	
	子育て日本一の発信基地として、郷土歴史館の設立を早期に実現し、また、継続性のある運営・管理を行うため、市民学芸員養成講座を開講する。
	郷土歴史館の設置に関しては、№１の市の考え方のとおり、本意見については、計画案で定めた対応方針に沿った検討の中で参考にさせていただきます。

また、市民学芸員養成講座の開講などの管理運営面については、複合化を検討する中で、併せて、検討していくものと考えています。
	△

	9
	Ｄ氏
	物井さとくらし公園のトイレについて、多機能式トイレ以外も洋式にしてほしい。　　　　　　　　　　　　　
	計画案において、トイレの設置基準やあり方を検討した後に、継続する場合は、施設の計画的な改修を行うこととしていますので、洋式化については、この計画的な改修の中で検討する考えです。
	□

	10
	
	もねの里に子供が増えているため、南小学校の増築もしくは、新しい学校を建設してほしい。また、学区の変更は避けてもらいたい。
	計画案において、小・中学校施設は、学校の適正規模・配置の検討を行うこととしており、南小学校についても、この検討の中で、適正規模等について検討していくものと考えています。
	□
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